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は
じ
め
に

　

紀
元
千
年
の
封
建
社
会
の
な
か
で
、
弱
体
な
カ
ペ
ー
朝
王
権
は
パ
リ
周
辺
の
わ
ず
か
な
王
領
地
を
除
い
て
、
政
治
的
影
響
力
を

喪
失
し
て
い
た
。
南
西
フ
ラ
ン
ス
地
域
所
在
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
で
は
、
公
権
力
秩
序
を
め
ぐ
る
司
教
座
と
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道

院
の
対
立
が
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
キ
ウ
ィ
タ
ス
と
ブ
ル
グ
ス
の
軍
勢
の
軍
事
的
衝
突
に
ま
で
拡
大
し
た

1

。
危
機
的
状
況
を
迎
え

る
な
か
で
、「
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
火
」
と
よ
ば
れ
る
麦
角
性
中
毒
が
蔓
延
す
る
。
人
々
は
こ
れ
を
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
最
後
の
審
判
に

よ
る
神
罰
と
捉
え
て
恐
れ
、
深
く
反
省
し
、
贖
罪
と
手
打
ち
の
儀
式
を
行
っ
た
。
リ
モ
ー
ジ
ュ
で
一
一
世
紀
前
半
に
行
わ
れ
た
神

の
平
和
（Pax D

ei; Paix de D
ieu

）
運
動

2

に
は
、
キ
ウ
ィ
タ
ス
所
在
の
司
教
座
と
ブ
ル
グ
ス
所
在
の
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修

道
院
の
贖
罪
と
手
打
ち
の
儀
式
と
し
て
の
側
面
も
あ
っ
た
。

　

リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
は
、
神
へ
の
贖
罪
と
平
和
の
た
め
に
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ー
ル
参
事
会
教
会
を
整
備
し
た

3

。
参
事
会
教
会(église 

collésiale)

の
整
備
に
は
、
司
教
座
に
次
ぐ
教
区
内
の
信
仰
と
秩
序
維
持
の
拠
点
の
回
復
と
い
う
国
制
的
意
義
が
存
在
し
た

4

。
強

化
さ
れ
た
参
事
会
教
会
を
中
心
に
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
人
心
掌
握
と
い
う
点
で
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
強
力
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

活
動

5

の
前
に
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
司
教
座
の
反
撃
が
始
ま
っ
た
。か
く
し
て
、神
の
平
和
運
動
の
さ
な
か
に
そ
の
水
面
下
で
、

剣
を
ペ
ン
に
持
ち
替
え
て
の
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
と
司
教
座
の
争
い
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
が
切
り

札
と
し
た
の
が
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
あ
る
。
だ
が
、
か
く
も
重
要
な
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
先
行
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研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た

6

。
写
本
伝
統
を
探
る
と
い
う
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
従
っ
て
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
を
調
査
す

る
と
、『
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
』7

と
は
い
か
な
る
関
係
も
見
い
だ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
は
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』

は
『
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
』
に
標
的
を
定
め
た
対
抗
文
書
な
の
で
あ
る
。
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
意
識
し
た
た
め
逆
に
意
図
的
に
何
一
つ

影
響
を
受
け
る
の
を
拒
否
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
詳
細
に
論
じ
た
い
。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
事
業
は
、
単
に
無
名
の
聖
人
の
新
し
い
伝
記
の
編
纂
が
企
て
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

神
の
平
和
運
動
の
さ
な
か
に
次
の
争
い
―
司
教
の
肝
い
り
の
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
と
才
気
煥
発
な
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
ア
デ
マ
ー
ル

の
『
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
年
代
記
』
に
よ
る
宣
伝
合
戦
―
を
生
み
出
す
。
一
一
世
紀
前
半
に
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
と
い

う
一
篇
の
聖
人
伝
か
ら
始
ま
っ
た
宣
伝
戦
は
、
年
代
記
、
改
革
文
書
、
図
像
な
ど
様
々
な
媒
体
を
駆
使
し
て
の
双
方
の
メ
デ
ィ
ア

戦
略
合
戦
の
様
相
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
は
、『
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
』
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
な
か
で
も
、
一
一
世
紀
前
半

に
最
も
影
響
力
を
持
っ
た
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』8

と
、
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
一
一
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
聖
レ
オ

ナ
ー
ル
第
一
伝
記
』 （
以
下
で
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』9

と
略
記
す
る
）
を
比
較
検
討
し
、
宣
伝
戦
の
最
初
期
の
状
況
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章
　
成
立
期
の
状
況

　

西
欧
世
界
の
聖
遺
物
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
や
ロ
ー
マ
は
、
聖
書
に
登
場
す
る
人
物
や
古
代
の

教
父
な
ど
が
多
く
活
躍
し
た
地
域
に
近
く
、
聖
遺
物
の
獲
得
も
容
易
で
あ
っ
た
が
、
地
理
的
に
不
利
な
ア
ル
プ
ス
以
北
で
は
、
自

分
た
ち
の
新
し
い
聖
人
を
創
出
す
る
以
外
に
、
聖
遺
物
の
不
足
を
克
服
す
る
す
べ
が
な
か
っ
た
。
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リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
は
、
神
の
平
和
運
動
期
の
ア
キ
テ
ー
ヌ
の
人
々
の
巡
礼
と
聖
人
崇
敬
に
対
す
る
希
求
に
応
え
、
そ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
崇
敬
を
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
全
体
の
崇
敬
へ
と
発
展
さ
せ
、
聖
遺
物
不
足
を
克

服
し
よ
う
と
企
て
た
。
神
の
平
和
運
動
は
、
聖
人
崇
敬
の
創
出
と
宣
伝
の
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た

10

。
こ
の
機
会
に
聖
遺
物
移
葬

中
の
奇
蹟
の
発
現
に
よ
り
聖
人
認
定
を
行
う
と
い
う
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
の
定
式
を
活
用
し
て
無
名
の
人
物
レ
オ
ナ
ー
ル
を
聖
人
と

し
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
公
認
の
聖
人
崇
敬
と
し
て
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
全
域
か
ら
リ
モ
ー
ジ
ュ
に
集
ま
っ
た
巡
礼
者
に
聖
レ

オ
ナ
ー
ル
崇
敬
を
知
ら
し
め
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で
聖
人
崇
敬
を
正
式
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
聖
レ
オ
ナ
ー
ル

崇
敬
を
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
公
認
の
崇
敬
へ
と
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
正
式
な
聖
人
認
定
の
証
明
書
が
必
要
で
あ
っ
た

11 

。

そ
れ
ゆ
え
、リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
の
主
導
で
聖
人
伝
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、一
一
世
紀
前
半
に
完
成
し
た
の
が
『
聖

レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
あ
る

12

。
一
見
す
る
と
プ
レ
テ
ク
ス
ト
の
寄
せ
集
め
の
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
空
虚
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
羅
列
に

見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
プ
レ
テ
ク
ス
ト
の
写
本
伝
統
の
研
究
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
と
そ
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
実

態
は
全
く
異
な
る
。
何
で
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
こ
と
ご
と
く
は
、
聖
人
の
聖
性
の
論
証
と
ラ
イ
バ
ル
聖
マ
ル
シ

ア
ル
へ
の
対
抗
と
い
う
目
的
の
た
め
に
集
め
ら
れ
、
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
編
纂
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
絵
空
事
の
羅
列
に

見
え
る
外
見
と
は
裏
腹
に
、
あ
ま
り
に
も
明
確
で
、
こ
れ
は
物
語
の
形
式
で
編
ま
れ
た
聖
人
の
聖
性
の
証
明

13

の
た
め
の
論
文
で

あ
っ
た
の
と
同
時
に
政
治
党
派
的
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

下
記
の
ポ
ン
ス
レ
に
よ
る
『
ア
ク
タ
・
サ
ン
ク
ト
ー
ル
ム
』
の
註
解
で
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
の
主
導
に
よ
る
成
立
状
況
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
い
か
に
レ
オ
ナ
ー
ル
が
無
名
で
あ
っ
た
か
わ
か
る
。
そ
の
崇
敬
を
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
公
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認
の
も
の
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
仕
掛
人
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
で
さ
え
よ
く
知
ら
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
命
じ
た
の
で
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
ポ
ワ
ト
ゥ
ー
の
学
究
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ト

ル
の
ヒ
ル
デ
ガ
ー
ル
は
、
彼
の
師
の
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
に
以
下
の
よ
う
に
手
紙
を
書
い
た
。「
さ
ら
に
リ
モ
ー

ジ
ュ
司
教
ジ
ョ
ル
ダ
ン
は
、
へ
り
く
だ
っ
て
、
あ
な
た
（
フ
ュ
ル
ベ
ー
ル
）
が
彼
（
ジ
ョ
ル
ダ
ン
）
に
彼
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
司

教
管
区
で
永
眠
し
て
い
る
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
の
伝
記
を
送
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。」14 

　

神
の
平
和
運
動
期
の
一
〇
三
〇
年
頃
は
、
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
の
人
気
が
す
さ
ま
じ
く
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
お
い
て
も

ラ
イ
バ
ル
の
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
を
無
視
で
き
ず
、
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
次
の
記
述
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
彼
レ
オ
ナ
ー
ル
に
と
っ
て
司
教
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
バ
ジ
リ
カ
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
実
際
最
も
度
々
の
習
慣
に
属
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
た
め
に
（
マ
ル
シ
ア
ル
の
バ
ジ
リ
カ
を
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、レ
オ
ナ
ー

ル
自
身
が
祈
り
の
た
め
に
ど
こ
か
へ
行
く
と
き
に
、
自
分
の
教
会
が
奉
仕
者
な
し
に
あ
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た

15

。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
成
立
以
前
、
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
崇
敬
は
、
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
の
陰
に
隠
れ
た
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、司
教
座
側
に
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
と
比
肩
し
う
る
人
々
を
引
き
寄
せ
る
手
段
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、
司
教
座
は
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
で
巡
礼
と
聖
人
崇
敬
を
用
い
た
人
心
掌
握
に
失
敗
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
司
教
座
の
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
の
が
、『
聖
レ
オ
ナ
ー

ル
伝
』
で
あ
っ
た
。
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
か
ら
依
頼
を
受
け
た
匿
名
の
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
編
纂
者
は
、
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修

道
院
の
影
響
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
『
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
』
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
対
抗
策
を
立
て
て
、
差
別
化
を
行
っ
た
。

　

次
章
で
は
、
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
後
で
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
が
如
何
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に
差
別
化
を
行
っ
た
か
を
解
明
し
、
従
来
の
聖
人
伝
ご
と
の
写
本
伝
統
の
比
較
研
究
で
は
、
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
対

抗
意
識
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
本
稿
の
課
題
に
答
え
た
い

16

。

第
二
章
　
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略

　

サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
は
、
い
か
に
し
て
名
声
を
得
た
の
だ
ろ
う
か

17

。
当
該
修
道
院
の
聖
人
伝
の
バ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
駆
使
し
た
絶
妙
な
メ
デ
ィ
ア
戦
略
に
つ
い
て
本
章
で
は
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
は
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
宣
伝
活
動

の
段
階
的
な
発
展
状
況
を
時
系
列
に
辿
り
た
い
。
一
〇
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
最
初
の
伝
記
『
ウ
ィ
タ
・
ア
ン
テ
ィ

キ
オ
ー
ル
』18

は
、
マ
ル
シ
ア
ル
と
ペ
テ
ロ
の
関
係
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
簡
略
な
内
容
で
あ
り
、
宣
伝
効
果

は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
次
に
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
に
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』19

と
呼
ば

れ
る
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
伝
記
が
編
纂
さ
れ
る
。
こ
ち
ら
は
十
分
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
で
あ
り
、
一
〇
三
〇
年
頃
の
神
の
平
和

運
動
期
に
ア
デ
マ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
バ
ン
ヌ
は
、
そ
の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
使
徒
継
承
性
を
主
張
す
る
論
争
を
展
開
し
た

20

。
成

立
年
代
か
ら
推
定
し
て
、神
の
平
和
運
動
期
に
『
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
』
の
中
心
文
書
と
さ
れ
た
の
は
、『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー

ル
』
で
あ
ろ
う
。

　
『
ウ
ィ
タ
・
ア
ン
テ
ィ
キ
オ
ー
ル
』
と
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
と
い
う
二
つ
の
聖
マ
ル
シ
ア
ル
伝
の
陰
に
隠
れ
て

目
立
た
な
い
が
、
実
は
両
者
を
繋
ぐ
一
〇
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
聖
ヴ
ァ
レ
リ
ア
伝
』
の
重
要
性
も
看
過
し
得
な
い

21

。
こ
れ
は

広
報
的
活
動
の
成
功
に
よ
る
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
の
発
展
に
お
い
て
画
期
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
当
該
地
域
の
最
大
の
世
俗
権
力

で
あ
っ
た
ア
キ
テ
ー
ヌ
公
権
力
を
支
持
者
と
し
て
取
り
込
む
う
え
で
、
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
聖
ヴ
ァ
レ
リ
ア
伝
』
は
、
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こ
の
よ
う
に
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
マ
ル
シ
ア
ル
の
伝
記
の
傍
流
と
し
て
看
過
さ
れ
、
校
訂
版
に
も
欠
落
箇
所
が
あ
っ
た

22

。
こ

の
欠
落
箇
所
で
は
、
マ
ル
シ
ア
ル
と
ペ
テ
ロ
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。『
聖
ヴ
ァ
レ
リ
ア
伝
』
は
、
新
旧
の
聖
マ
ル
シ
ア
ル

伝
を
繋
ぎ
、
ペ
テ
ロ
の
権
威
を
強
調
す
る
路
線
へ
と
い
っ
そ
う
マ
ル
シ
ア
ル
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
ウ
ィ

タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
で
は
、
以
下
の
如
く
マ
ル
シ
ア
ル
に
洗
礼
を
授
け
た
の
は
ペ
テ
ロ
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
、
主
の
命
令
で
マ
ル
ケ
ル
ス
が
、
も
ち
ろ
ん
妻
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
と
と
も
に
、
そ
し
て
希
な
才
能
を
備
え
た
彼
ら
の
息

子
マ
ル
シ
ア
ル
が
、
至
福
な
る
使
徒
ペ
テ
ロ
か
ら
洗
礼
を
受
け
た

23

。

　

ペ
テ
ロ
に
よ
る
マ
ル
シ
ア
ル
の
洗
礼
以
上
に
劇
的
な
光
景
を
挿
入
し
、
ペ
テ
ロ
と
の
関
係
の
強
調
と
マ
ル
シ
ア
ル
の
更
な
る
権

威
付
け
を
狙
っ
た
の
が
、「
キ
リ
ス
ト
の
最
後
の
晩
餐
」
の
給
仕
と
し
て
マ
ル
シ
ア
ル
が
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。

我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
救
い
の
た
め
の
説
教
を
終
え
、
人
の
姿
で
弟
子
た
ち
と
食
事
を
と
り
、
そ
し
て
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
の
秘
跡
で
自
ら
の
体
と
血
の
秘
技
を
弟
子
た
ち
に
授
け
た
と
き
、
彼
は
食
事
の
間
に
立
ち
上
が
っ
て
弟
子
た
ち
の
足

を
洗
い
、
亜
麻
布
で
拭
っ
た

24

。

　

聖
書
に
こ
の
よ
う
な
記
述
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
記
述
が
マ
ル
シ
ア
ル
の
権
威
付
け
の
た
め
の
創
作
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
で
は
、
以
下
の
如
く
ペ
テ
ロ
は
リ
モ
ー
ジ
ュ
を
マ
ル
シ
ア
ル
に
ゆ
だ

ね
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、
ガ
リ
ア
地
方
に
は
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
と
い
う
名
の
不
信
仰
の
誤
謬
を
免
れ
た
町
が
あ
り
ま
す
。
子
の
町
と
そ
の
周
辺
を

キ
リ
ス
ト
が
あ
な
た
に
委
ね
る
の
は
、
こ
の
町
が
あ
な
た
の
説
教
を
と
お
し
て
主
自
身
か
ら
称
え
ら
れ
る
た
め
で
す
。
あ
な

た
に
は
長
い
道
の
り
が
残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
私
の
言
葉
に
従
う
の
を
た
め
ら
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
、
私
の
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言
葉
に
よ
っ
て
、
立
派
な
褒
美
と
し
て
自
分
の
冠
を
手
に
入
れ
る
で
し
ょ
う

25

。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
マ
ル
シ
ア
ル
に
関
す
る
記
述
は
、
史
実
に
反
す
る
空

想
の
産
物
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、『
ウ
ィ
タ
・
ア
ン
テ
ィ
キ
オ
ー
ル
』
や
『
聖
ヴ
ァ
レ
リ
ア
伝
』
な
ど
を
通
じ
て
繰
り
返
し
敷
衍
さ
れ
、

練
り
上
げ
ら
れ
、段
階
的
に
発
展
す
る
多
彩
な
描
写
は
言
説
空
間
を
超
え
て
現
実
に
影
響
を
及
ぼ
し
、人
々
の
心
を
捉
え
た
。『
ウ
ィ

タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
「
ペ
テ
ロ
に
よ
る
マ
ル
シ
ア
ル
洗
礼
」「
キ
リ
ス
ト
最
後
の
晩
餐
の
劇
的
場
面
に
お
け
る
ペ
テ
ロ

の
付
添
人
と
し
て
の
マ
ル
シ
ア
ル
の
出
席
」「
ペ
テ
ロ
に
よ
る
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
位
の
マ
ル
シ
ア
ル
へ
の
委
譲
」
と
い
う
上
述
の

三
つ
の
権
威
付
け
の
場
面
に
対
抗
す
る
権
威
付
け
の
場
面
が
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
は
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、

以
下
で
具
体
的
な
事
例
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
三
章
　
ラ
ン
ス
大
司
教
レ
ミ
ギ
ウ
ス
と
レ
オ
ナ
ー
ル

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
、『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
が
引
合
い
に
出
す
ペ
テ
ロ
の
権
威
に
対
抗
し
、
フ
ラ
ン
ク
人

改
宗
の
立
役
者
の
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
権
威
が
強
調
さ
れ
た
。

　
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
に
よ
る
と
、
マ
ル
シ
ア
ル
に
洗
礼
を
授
け
た
の
は
ロ
ー
マ
教
会
の
礎
を
築
い
た
ペ
テ
ロ
と

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
レ
オ
ナ
ー
ル
に
洗
礼
を
授
け
る
の
は
ガ
リ
ア
教
会
の
礎
を
築
い
た
ラ

ン
ス
大
司
教
レ
ミ
ギ
ウ
ス
と
さ
れ
た
。

　

レ
ミ
ギ
ウ
ス
は
、
さ
ら
に
貴
族
の
両
親
の
最
も
貴
重
な
愛
の
た
め
に
、
真
実
を
告
げ
る
証
人
た
ち
の
こ
と
ば
に
従
っ
て
、
子
供

の
レ
オ
ナ
ー
ル
に
洗
礼
を
授
け
た

26

。
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『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
に
お
い
て
マ
ル
シ
ア
ル
は
ペ
テ
ロ
の
同
伴
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
記

述
に
対
抗
し
て
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
は
次
の
記
述
が
示
す
よ
う
に
、
レ
オ
ナ
ー
ル
を
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
門
弟
と
し
た
。

だ
が
、
子
供
の
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、
子
供
の
成
長
を
脱
し
て
青
年
と
な
っ
た
後
、
一
族
の
習
慣
に
従
っ
て
、
王
の
軍
務
に
よ
っ

て
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
し
か
し
、
む
し
ろ
聖
霊
に
動
か
さ
れ
て
、
ラ
ン
ス
大
司
教
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
跡
を
辿
る
こ

と
を
望
ん
だ
。
そ
し
て
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
有
益
な
忠
告
に
耳
の
聴
こ
え
な
い
聴
き
手
と
し
て
注
意
を
向
け
た
の
で
は
な
く
、
分

別
の
あ
る
未
来
の
種
を
蒔
く
者
と
し
て
心
の
奥
に
聴
い
た
こ
と
を
し
ま
っ
て
お
い
た

27

。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
と
の
関
係
を
い
っ
そ
う
強
調
す
る
た
め
に
、
レ
オ
ナ
ー
ル
は
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
政
策

の
忠
実
な
追
従
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
レ
ミ
ギ
ウ
ス
同
様
に
レ
オ
ナ
ー
ル
は
大
司
教
座
都
市
ラ
ン
ス
の
囚
人
の
解
放
の

法
令
裁
可
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
前
述
の
至
福
な
る
ラ
ン
ス
大
司
教
の
如
く
、
彼
は
か
つ
て
フ
ラ
ン
ク
族
の
王
た
ち
に
主
を
称
え
て
次
の
よ
う
な
法

令
を
裁
可
す
る
よ
う
に
説
得
し
た
。
彼
が
ラ
ン
ス
の
町
に
入
っ
た
り
、
通
っ
た
り
す
る
た
び
に
、
鎖
に
あ
る
い
は
牢
屋
に
繋

が
れ
て
い
た
誰
も
が
、
直
ち
に
い
か
な
る
妨
げ
も
な
し
に
自
由
な
も
の
と
し
て
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
の
法
令
は
、

今
日
ま
で
守
ら
れ
て
い
る

28

。

　

さ
ら
に
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
政
策
を
お
手
本
と
し
て
、
王
に
願
い
出
て
自
ら
率
先
し
て
囚
人
解
放
を
行
っ
た
様
子

が
下
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
良
き
師
レ
ミ
ギ
ウ
ス
に
倣
っ
て
良
き
弟
子
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、
王
か
ら
恭
し
い
懇
願
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な

こ
と
を
願
っ
た
。
す
な
わ
ち
獄
舎
の
禁
庫
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
者
た
ち
は
、
レ
オ
ナ
ー
ル
自
身
が
彼
ら
を
訪
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問
す
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
完
全
に
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
王
か
ら
寛
大
さ
と
と
も
に
レ
オ
ナ
ー
ル

は
獲
得
し
、
投
獄
さ
れ
た
者
た
ち
が
い
る
と
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
怠
け
る
こ
と
な
く
全
力
で
彼
ら
の

解
放
に
向
け
て
急
い
だ

29

。

　
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
で
は
、
ペ
テ
ロ
と
マ
ル
シ
ア
ル
の
緊
密
な
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
マ
ル
シ
ア
ル
の
権

威
付
け
が
行
わ
れ
た
が
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
、ペ
テ
ロ
の
権
威
へ
の
対
抗
策
と
し
て
レ
ミ
ギ
ウ
ス
が
引
合
い
に
出
さ
れ
た
。

ロ
ー
マ
教
会
の
権
威
に
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
で
も
っ
て
対
抗
を
試
み
た
と
い
っ
て
よ
い
。

第
四
章
　
ガ
リ
ア
教
会
主
義
の
言
説
と
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
と
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
に
よ
っ
て
レ
オ
ナ
ー
ル
を
権
威
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
で
あ
る
。
一
方
で
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
ペ
テ
ロ
と
ロ
ー
マ
教
会
の
権
威
に
よ
る
マ
ル
シ

ア
ル
の
権
威
付
け
は
極
め
て
効
果
的
で
中
世
初
期
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
で
マ
ル
シ
ア
ル
は
周
囲
の
宗
教
施
設
を
圧
倒
す
る
権
威
を
誇
っ

て
い
た

30

。『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
が
引
合
い
に
出
し
た
ペ
テ
ロ
の
権
威
に
対
抗
す
る
に
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
と
ガ
リ
ア

教
会
の
権
威
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
は
、『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』

に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
地
縁
的
正
統
性
と
血
縁
的
正
統
性
と
王
権
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
三
つ
の
権
威
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
地
縁
的
正
統
性
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ガ
リ
ア
と
い
う
地
名
と
レ
オ
ナ
ー
ル
の
出
生
は
深
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

従
っ
て
至
福
な
る
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
の
時
代
に
ガ
リ
ア
地
方
で
高
名
な
両
親
か
ら
生
ま
れ
た

31

。

　

次
に
出
生
だ
け
で
は
な
く
、
成
人
し
て
か
ら
も
レ
オ
ナ
ー
ル
の
活
躍
の
場
が
ガ
リ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
聖
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レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
が
描
く
レ
オ
ナ
ー
ル
は
徹
頭
徹
尾
ガ
リ
ア
の
人
な
の
で
あ
る
。
元
来
東
方
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
後
に
布
教
の

た
め
に
ガ
リ
ア
へ
や
っ
て
来
た
ユ
ダ
ヤ
系
外
来
者
の
マ
ル
シ
ア
ル
と
異
な
り
、
レ
オ
ナ
ー
ル
は
極
め
て
地
縁
的
な
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
レ
オ
ナ
ー
ル
の
徳
の
う
わ
さ
は
、
全
ガ
リ
ア
に
激
し
く
大
き
く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
病
ん
で
い
る
多
く
の
人
々
が
健
康

を
回
復
す
る
た
め
に
群
が
っ
た

32

。

　

こ
の
ガ
リ
ア
と
い
う
地
名
は
、
古
代
か
ら
存
在
す
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
大
移
動
時
に
ロ
ー
マ
人
に
フ
ラ
ン
ク
人
と
呼
ば
れ
た

人
々
が
定
住
し
た
た
め
、
次
第
に
フ
ラ
ン
キ
ア
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
が
描
く
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、

ガ
リ
ア
と
い
う
地
名
を
使
わ
な
い
。
レ
オ
ナ
ー
ル
自
身
の
口
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
人
の
部
族
的
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
想
起
さ
せ

る
言
葉
を
述
べ
さ
せ
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
敬
わ
れ
る
べ
き
父
よ
。
私
は
あ
な
た
に
懇
願
す
る
。
私
た
ち
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
ど
こ
の
国
の
出
身
か
。

あ
る
い
は
今
日
ど
こ
か
ら
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
た
の
か
。
あ
る
い
は
あ
な
た
は
何
ら
か
の
医
療
の
才
能
を
持
っ
て
い
る
の

か
。」
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
確
か
に
私
の
出
生
の
国
は
フ
ラ
ン
キ
ア
で
す
。
そ

し
て
悲
し
む
人
々
の
嘆
き
は
、
あ
な
た
に
向
け
て
私
を
引
き
寄
せ
た

33

。」

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
他
の
箇
所
で
は
ガ
リ
ア
と
い
う
地
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
節
で
レ
オ
ナ
ー
ル
自
身
に
ガ

リ
ア
を
フ
ラ
ン
キ
ア
と
言
い
換
え
さ
せ
た
の
は
、
レ
オ
ナ
ー
ル
の
血
統
的
正
統
性
の
証
明
の
た
め
の
次
の
挿
話
に
つ
な
げ
る
た
め

で
あ
ろ
う
。

実
際
、
彼
（
レ
オ
ナ
ー
ル
）
の
両
親
は
フ
ラ
ン
ク
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
側
近
で
あ
り
、
宮
廷
の
従
者
の
な
か
で
王
に
次
い
で
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軍
の
首
席
を
占
め
た

34

。

　

こ
の
よ
う
に
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
、
レ
オ
ナ
ー
ル
の
祖
先
の
血
統
は
、
王
族
と
も
親
し
い
フ
ラ
ン
ク
人
の
名
門
家
系
に

連
な
る
と
さ
れ
て
い
る

35

。
以
上
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
お
い
て
地
縁
的
正
統
性
、
血
縁
的
正
統
性
に
関
し
て
、
レ
オ
ナ
ー
ル

は
申
し
分
な
く
ガ
リ
ア
教
会
の
正
統
の
系
譜
に
属
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
正
統
性
の
証
明
に
よ
っ
て
、
マ
ル

シ
ア
ル
に
関
す
る
地
縁
的
正
統
性
、
血
縁
的
正
統
性
に
関
す
る
権
威
付
け
が
弱
い
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
と
の
差
別

化
を
図
っ
た
の
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
五
本
山
の
ひ
と
つ
の
ペ
テ
ロ
の
ロ
ー
マ
教
会
の
権
威
の
前
で
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
ガ
リ
ア

教
会
に
よ
る
権
威
付
け
だ
け
で
は
不
十
分
に
感
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
の
強
調
は
、
ロ
ー

マ
教
会
の
権
威
と
の
正
面
か
ら
の
対
立
を
意
図
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
ガ
リ
ア
教
会
の
支
持
母
体
の
フ
ラ
ン
ク
人
と
、
狭
い
意
味

で
の
ロ
ー
マ
教
会
の
支
持
母
体
の
ロ
ー
マ
人
の
対
立
を
際
立
た
せ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
を
刺
激
し
、
在

地
の
人
々
の
心
情
に
訴
え
か
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る

36

。
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
不
足
を
支
持
母
体
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
で
補

う
と
い
う
方
策
で
あ
る
。

　

リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
の
選
挙
は
、
こ
の
頃
「
選
考
」（choix

）
か
ら
「
選
出
」（élection

）
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
司
教

座
聖
堂
参
事
会
の
在
地
化
が
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
と
連
動
し
て
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
内
容
も
在
地
化
し
た
と
い
っ
て
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
者
は
、
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
不
足
を
王
の
権
威
で
補
強
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
聖

人
伝
の
編
纂
者
は
後
世
の
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
と
違
っ
て
、
現
実
の
弱
体
な
カ
ペ
ー
朝
フ
ラ
ン
ス
王
権
で
は
な
く
、
理
想
化
さ
れ
た
ク

ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
フ
ラ
ン
ク
王
権
と
レ
オ
ナ
ー
ル
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た

37

。
そ
れ
ゆ
え
何
よ
り
も
ま
ず
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
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に
お
い
て
次
の
如
く
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
の
劇
的
な
改
宗
の
場
面
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
王
は
、
彼
の
時
代
の
は
じ
め
に
民
族
の
慣
習
に
従
っ
て
異
教
徒
で
あ
っ
た
が
、
ラ
ン
ス
大
司
教
聖
レ

ミ
ギ
ウ
ス
の
説
教
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
に
向
け
て
改
宗
さ
せ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た

38

。

　

こ
の
劇
的
な
改
宗
の
場
面
は
、『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
「
キ
リ
ス
ト
の
最
後
の
晩
餐
」
と
い
う
劇
的
な
場
面
へ

の
マ
ル
シ
ア
ル
の
登
場
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
レ
オ
ナ
ー
ル
の
一
族
も
こ
の
時
に
劇
的
な

改
宗
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
お
い
て
は
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
に
対
す
る
差
別
化
と
し
て
地
縁
的

正
統
性
、
血
縁
的
正
統
性
、
王
権
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
三
つ
の
権
威
付
け
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ
テ
ロ
の
ロ
ー
マ
教
会
の

権
威
に
対
し
て
い
さ
さ
か
弱
い
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
ガ
リ
ア
教
会
の
権
威
が
補
強
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ク
王
権
に
承
認
さ
れ

た
ガ
リ
ア
教
会
の
中
心
人
物
レ
ミ
ギ
ウ
ス
を
介
し
て
レ
オ
ナ
ー
ル
は
王
権
と
結
び
付
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
王
に
レ
オ
ナ
ー
ル
は
答
え
た
。「
確
か
に
人
々
の
間
で
私
は
レ
オ
ナ
ー
ル
、
全
能
の
神
の
僕
、
至
福
な
る
レ
ミ
ギ
ウ

ス
の
恭
し
い
傾
聴
者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。」
そ
し
て
王
は
こ
の
善
良
な
男
レ
ミ
ギ
ウ
ス
か
ら
レ
オ
ナ
ー
ル
が
教
え
ら
れ
た

こ
と
を
聴
き
、
レ
オ
ナ
ー
ル
が
神
聖
で
寛
大
で
あ
る
こ
と
を
信
用
し
た

39

。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
に
よ
る
と
、
ガ
リ
ア
教
会
の
礎
を
築
い
た
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
学
党
に
連
な
る
レ
オ
ナ
ー
ル
の
経
歴
を
王
は

高
く
評
価
し
、
司
教
位
へ
推
挙
し
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
は
、『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
な
か
の
マ
ル
シ
ア
ル
が
ペ

テ
ロ
に
評
価
さ
れ
、
司
教
位
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
場
面
を
想
起
さ
せ
る
。

そ
れ
ゆ
え
フ
ラ
ン
ク
の
王
は
、
名
誉
あ
る
使
節
を
通
じ
て
レ
オ
ナ
ー
ル
が
自
分
の
と
こ
ろ
へ
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
命
じ
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た
。
そ
し
て
レ
オ
ナ
ー
ル
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
神
の
人
レ
オ
ナ
ー
ル
よ
。
あ
な
た
は
、
ど
こ
に
も
離
れ
ず
私
の
宮
殿

の
な
か
で
私
と
と
も
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
願
う
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
司
教
の
冠
を
ち
ょ
う
ど
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
よ

う
に
、
私
か
ら
受
け
入
れ
る
こ
と
を
願
う

40

」

　

以
上
の
如
く
、
徹
頭
徹
尾
、『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
挿
話
は
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
の
マ
ル
シ
ア
ル
の
挿
話
と

の
差
別
化
を
意
識
し
た
う
え
で
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
が
、
ガ
リ
ア
教
会
主
義
を
掲
げ
て
『
ウ
ィ
タ
・
プ
ロ
リ
ク
シ
オ
ー
ル
』
に
対
抗
し
た
と
こ
ろ
で
、
使
徒

な
ど
聖
書
中
に
登
場
す
る
大
人
物
の
権
威
と
無
関
係
で
あ
る
点
に
か
わ
り
は
な
い
。
こ
の
権
威
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、『
聖
レ

オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
、
パ
ウ
ロ
が
述
べ
た
「
キ
リ
ス
ト
の
競
技
者
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
レ
オ
ナ
ー
ル
を
あ
た
か

も
パ
ウ
ロ
の
異
邦
人
教
会

41

の
後
継
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
確
か
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
競
技
者
レ
オ
ナ
ー
ル
は
、
救
済
の
か
ぶ
と
と
信
仰
の
楯
に

よ
っ
て
見
事
に
武
装
し
、
始
め
ら
れ
た
旅
を
続
け
た

42

。

　

強
引
に
ペ
テ
ロ
の
ロ
ー
マ
教
会
の
権
威
に
パ
ウ
ロ
の
異
邦
人
教
会
の
権
威
を
対
置
さ
せ
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
サ
ン
・

マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
強
力
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
前
で
後
発
の
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
者
が
、
レ
オ
ナ
ー
ル
の
権
威

付
け
に
如
何
に
苦
慮
し
て
い
た
か
垣
間
見
え
る
一
節
で
あ
る
。

　

リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
は
、
司
教
管
区
内
の
信
仰
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
拠
点
の
形
成
に
向
け
て
、
か
つ
て
の
ル
イ
敬
虔
帝
の
コ

レ
ジ
ア
ル
整
備
計
画
を
ア
キ
テ
ー
ヌ
へ
適
用
し
た
。
か
つ
て
王
権
と
ガ
リ
ア
教
会
が
企
て
た
整
備
計
画
を
司
教
が
引
き
継
ぐ
こ
と

と
な
る
。
コ
レ
ジ
ア
ル
整
備
計
画
を
実
現
す
る
際
に
、
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
に
対
抗
し
て
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
区
民
に
訴
求
し
う
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る
聖
遺
物
が
不
足
し
て
い
る
現
状
の
克
服
と
い
う
課
題
が
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
そ
こ
で
リ
モ
ー
ジ
ュ

司
教
管
区
公
認
の
聖
人
レ
オ
ナ
ー
ル
の
崇
敬
の
創
出
が
方
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
聖
人
な
の
か
、

ほ
か
な
ら
ぬ
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
が
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
当
時
レ
オ
ナ
ー
ル
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
崇
敬
創
出
に
あ

た
り
、い
か
に
し
て
正
統
性
を
主
張
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
レ
ミ
ギ
ウ
ス
、ガ
リ
ア
教
会
、王
の
権
威
に
加
え
て
、

レ
オ
ナ
ー
ル
の
地
縁
・
血
縁
的
正
当
性
や
在
地
の
人
々
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
に
ま
で
訴
え
か
け
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ペ
テ

ロ
の
権
威
を
掲
げ
る
マ
ル
シ
ア
ル
と
対
抗
す
る
た
め
の
苦
肉
の
策
で
あ
ろ
う
。

　

圧
倒
的
な
影
響
力
を
誇
る
マ
ル
シ
ア
ル
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
マ
ル
シ
ア
ル
と
の
完
全
な
差
別
化
と
い
う
思
い
切
っ
た
戦
略
が

『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
で
は
採
用
さ
れ
た
。
ペ
テ
ロ
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
な
い
と
い
う
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
方
針

の
そ
の
あ
ま
り
の
徹
底
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
る
。
ペ
テ
ロ
の
権
威
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
パ
ウ
ロ
の
権
威
を
暗
示
し
、
そ
れ
を
ロ
ー

マ
教
会
と
異
邦
人
教
会
の
対
立
に
す
り
替
え
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
徹
底
し
た
差
別
化
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
ロ
ー
マ

人
対
フ
ラ
ン
ク
人
と
い
う
仮
想
現
実
の
対
立
の
構
図
を
演
出
し
、
ガ
リ
ア
教
会
の
な
か
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
教
会
の
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス

ム
に
訴
え
か
け
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
人
々
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
た
。
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
神
の
平
和
運
動
の
水
面
下
で
行
わ

れ
て
い
た
剣
を
ペ
ン
に
替
え
て
の
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
者
は
判
断
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

結
論

　

リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
座
と
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
は
、
と
も
に
封
建
社
会
に
お
け
る
公
権
力
秩
序
の
担
い
手
と
し
て
の
正
統
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性
を
主
張
し
、
軍
事
的
衝
突
に
発
展
す
る
ま
で
争
っ
た
。
だ
が
、
一
一
世
紀
前
半
に
蔓
延
し
た
麦
角
性
中
毒
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン

ト
ニ
ウ
ス
の
火
」
を
神
罰
と
考
え
、司
教
座
と
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
は
、神
の
平
和
を
唱
え
、贖
罪
と
手
打
ち
の
儀
式
を
行
っ

た
。

　

神
の
平
和
運
動
の
水
面
下
で
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
宣
伝
活
動
に
対
抗
す
べ
く
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
事
業
が

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
を
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
側
も
黙
っ
て
み
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
才
人
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
ア
デ
マ
ー
ル
に

よ
る
対
抗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
年
代
記
』
の
編
纂
事
業
が
同
時
期
に
推
進
さ
れ
た
。
宣
伝
戦
は
徹
底
し

た
差
別
化
の
様
相
を
示
し
た 
。『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
は
、
聖
人
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
あ
り
が
た
い
挿
話
と
い
う
表
面
上
の
姿
と

は
裏
腹
に
、
神
の
平
和
運
動
の
最
中
の
剣
の
戦
い
か
ら
ペ
ン
の
戦
い
へ
の
転
換
を
象
徴
す
る
論
争
的
文
書
と
し
て
の
党
派
的
な
側

面
も
併
せ
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
神
の
平
和
運
動
の
最
中
に
勃
発
し
た
宣
伝
戦
は
、
二
つ
の
宗
教
施
設
の
広
報
戦
略
の
練
磨
を

促
し
、
双
方
の
宗
教
的
威
信
を
高
め
た
。
そ
し
て
そ
の
威
信
は
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
を
超
え
て
広
が
っ
た
。

　

シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
ア
デ
マ
ー
ル
が
仕
掛
け
た
マ
ル
シ
ア
ル
の
使
徒
継
承
性
の
主
張
の
宣
伝
の
成
功
例
と
し
て
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
の

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の
サ
ン
・
セ
ル
ナ
ン
教
会
の
使
徒
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
図
像
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
図
像
は
、
一
二
世
紀

に
入
る
と
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
だ
け
で
な
く
、
広
く
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
に
お
い
て
マ
ル
シ
ア
ル
の
使
徒
継
承
性
の
主
張
が
相

当
程
度
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と
い
え
よ
う
。

　
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
仕
掛
け
た
宣
伝
の
成
功
例
と
し
て
は
、
巡
礼
の
道
の
四
大
巡
礼
路
の
ひ
と
つ
の
「
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
道
」

を
別
称
「
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
の
道
」
と
し
て
人
々
に
認
知
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
さ
ら
に
四
大
巡
礼
路
の
記
述
か
ら
サ
ン
・
マ
ル

シ
ア
ル
修
道
院
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
管
区
か
ら
始
ま
り
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
全
域
、
西
欧
全
域
へ
と
拡
大
の
一
途
を
辿
る
激
し
い
宣
伝

戦
の
起
点
が
神
の
平
和
運
動
の
さ
な
か
の
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
編
纂
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
成
立
は
、

軍
事
力
を
用
い
た
争
い
で
は
な
く
、
羊
皮
紙
と
ペ
ン
に
よ
る
中
世
都
市
リ
モ
ー
ジ
ュ
に
お
け
る
二
大
宗
教
勢
力
の
争
い
の
開
始
を

告
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
罷
免
事
件
や
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル

修
道
院
出
身
司
教
の
暗
殺
事
件
へ
と
つ
な
が
る
確
執
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
、
宗
教
組
織
が
都
市
を
支
配
す
る
た
め
に
聖
人
伝
を
用
い
た
宣
伝
合
戦
を
展
開
す
る
こ
と
で
人
心
掌
握
と
統
治
の
技
術
が
向
上
し
た
こ
と

を
二
種
類
の
聖
人
伝
史
料
と
そ
れ
ら
の
各
時
代
の
異
本
の
時
系
列
の
比
較
に
よ
り
動
態
的
に
把
握
す
る
と
い
う
J
S
P
S
科
研
費
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
課
題
番
号
1
5
K
0
2
9
6
0
）「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
宗
教
組
織
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
進
化
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
一
環
で

あ
り
、
在
地
の
政
治
的
利
害
の
結
節
点
と
し
て
の
列
聖
の
国
制
的
意
義
の
解
明
を
目
的
と
し
た
J
S
P
S
科
研
費
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
課
題
番
号

2
0
K
0
1
0
6
8
）「
中
世
盛
期
の
西
南
フ
ラ
ン
ス
に
み
る
列
聖
の
国
制
的
意
義
」
の
予
備
的
作
業
で
も
あ
る
。
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1
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
研
究
を
参
照
。C. de Lasteyrie, L

’abbaye de Saint-M
artial de Lim

oges, Paris, 1901; M
. 

Soria-A
udebert, Les évêques de Lim

oges face aux abbés : la question du soutien nobiliaire (m
ilieu X

Ie-

fin X
IIe siècle), dans Claude A

ndrault-Schm
itt (éd.), Saint-M

artial de Lim
oges : A

m
bition politique et 

production culturelle (Xe-XIIIe siècles), Lim
oges, 2006, pp.101-114.

2D
.Barthélem

y, L'A
n m

il et la paix de D
ieu : la France chrétienne et féodale (980-1060), Paris, 1999; 

éd.T
.H

ead and R Landes, The Peace of God, Ithaca and London, 1992.

Ｂ
・
テ
ッ
プ
フ
ァ
ー
（
渡
部
治
雄
訳
）『
民

衆
と
教
会
―
フ
ラ
ン
ス
の
初
期
「
神
の
平
和
」
運
動
の
時
代
に
お
け
る
―
』
創
文
社
、
一
九
七
五
年
。
今
野
國
雄
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
世
の
心
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
七
年
、
一
四
〇-

一
六
二
頁
。
江
川
温
「
神
の
平
和
運
動
の
軌
跡
が
照
ら
し

だ
す
も
の
―
一
一-

一
二
世
紀
の
平
和
理
念
と
紛
争
処
理
―
」
服
部
春
彦
・
谷
川
稔
編
『
フ
ラ
ン
ス
史
か
ら
の
問
い
』
山
川

出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
‐
二
四
頁
。

3
拙
稿
「
一
一
世
紀
中
葉
の
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
崇
敬
と
聖
堂
参
事
会
の
改
革
」『
愛
大
史
学
―
日
本
史
学
・
世
界
史
学
・
地
理
学
―
』

第
二
六
号
、
五
三-

六
八
頁
。

4
一
二
世
紀
初
頭
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
一
二
世
紀
初
頭
の
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ー
ル
参
事
会
教
会
に
於
け
る
律
修
化
・
巡
礼
・

教
会
制
度
」『
史
林
』
第
九
三
巻
、
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
、
八
七-

一
〇
二
頁
で
検
討
し
た
。　

5
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
政
治
的
野
心
に
関
す
る
論
文
集
の
総
括
部
を
参
照
。M

. A
urell, Prem

ières conclusions : 

la dim
ension seigneuriale, politique et m

ilitaire de Saint-M
artial de Lim

oges, dans Claude A
ndrault-Schm

itt 

(éd.), Saint-M
artial de Lim

oges : A
m

bition politique et production culturelle (Xe-XIIIe siècles), Lim
oges, 



七
二

『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』（
一
一
世
紀
前
半
）
の
成
立
：
神
の
平
和
運
動
と
の
か
か
わ
り

［
　
］
18

2006, pp.133-134. 
6
古
典
的
な
郷
土
史
研
究
と
し
て
ア
ル
ベ
ロ
の
次
の
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
研
究
は
遅
滞
し
て
い
る
。F. A

rbellot, Vie 
de S. Léonard, solitaire en Lim

ousin,  Paris, 1883. 

概
略
に
つ
い
て
は
、Barrière (dir.), Saint Léonard de Noblat, 

Lim
oges, 1995.

7
複
数
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
第
二
章
で
詳
述
し
た
い
。

8V
ita prolixior 

は
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。Cf. V

ita eivsdem
 S. 

M
artialis episcopi Lem

ovicensis etgalliarvm
 apostoli, conscripta ab A

vreliano Lem
ouicensium

 episcopo, 

D
iui M

arcialis auditore olim
 eius beneficto à m

ortuis excitato edita vero ex M
S. Ecclesiae S.M

arcialis 

Parisiis à R. Fr.T
hom

a Beaulxam
is Carm

erita: in L.Surius, D
e probatis sanctorum

 vitis (Cologne, 1618), 6: 

365-374. 

渡
邉
浩
氏
の
註
解
と
訳
業
を
参
照
。
渡
邉
浩
「『
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
に
し
て
ガ
リ
ア
の
使
徒
で
あ
る
聖
マ
ル
シ
ア
ル

の
伝
記
』(I-X

III)

試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』第
一
〇
号
、二
〇
〇
九
年
、五
九-

七
五
頁
。
同「『
リ

モ
ー
ジ
ュ
司
教
に
し
て
ガ
リ
ア
の
使
徒
で
あ
る
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
伝
記
』(X

IV
-X

X
)

試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文

化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
九
九-
一
一
五
頁
。
同
「『
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
に
し
て
ガ
リ
ア
の
使
徒
で
あ
る

聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
伝
記
』(X

X
I-X

X
V

II)

試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
二
号
、二
〇
一
一
年
、

九
三-

一
〇
八
頁
。

9
レ
オ
ナ
ー
ル
の
最
初
の
伝
記
は
、
一
一
世
紀
前
半
の
ま
さ
に
神
の
平
和
運
動
期
に
編
纂
さ
れ
た
。Société des Bollandistes 

(éd.), V
ita S. Leonardi N

obiliacensia, A
cta Sanctorum

 Bollandiana (N
ov.) 3, Brussels, pp.149 -155. 

以
下
で
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V
ita S. Leonardi

と
略
記
す
る
。

10
サ
ン
・
マ
ル
シ
ア
ル
修
道
院
の
奇
蹟
を
用
い
た
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。E. Bozoky, Les 

m
iracles de saint M

artial et l'im
pact politique de son abbaye, dans Claude A

ndrault-Schm
itt (éd.), Saint-

M
artial de Lim

oges : A
m

bition politique et production culturelle (Xe-XIIIe siècles),  Lim
oges, 2006, pp.59-69.

11
『
聖
人
伝
』（V

ita
）、『
移
葬
記
』（T

ranslatio

）、『
奇
蹟
録
』（M

iracula

）
な
ど
に
加
え
、中
世
後
期
に
な
る
と
『
ス
ン
マ
リ
ウ
ム
』

『
ポ
ジ
ツ
ィ
オ
』
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

12
本
稿
で
扱
う
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
第
一
伝
記
』
は
、一
連
の
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
の
な
か
で
最
初
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

13
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
伊
集
院
利
明
氏
企
画
の
愛
知
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「『
幸

福
』を
考
え
る
―
東
洋
、西
洋
、実
証
研
究
―
」の
第
五
報
告「
西
欧
中
世
の
幸
福
：『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』に
み
る
至
福
な
る
人
」で
、

レ
オ
ナ
ー
ル
の
聖
性
に
つ
い
て
至
福
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
検
討
し
た
。
こ
の
企
画
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
、
中
国

哲
学
者
、
心
理
学
者
、
社
会
学
者
、
歴
史
学
者
が
参
加
し
た
。

14A
. Poncelet, Com

m
entarius praevius (A

cta Sanctorum
, nov. III, p. 139, ch. 2): 

…Ita scribebat, illo jubente 

(Jordano), H
ildegarius Carnotensis, tunc tem

poris scholastics Pictavensis, ad m
agistrum

 suum
 Fulbertum

 

Carnotensem
 episcopum

: 

《Jordanus etiam
 Lem

ovicensis episcopus

…rogat suppliciter ut m
ittas ei V

itam
 

sancti Leonardi in episcopatu suo quiescentis, ut aiunt
…
》

15M
oris enim

 saepissim
e erat sibi visitare basilicam

 sancti M
artialis pontificis, et ideo ecclesiam

 suam
 absque 

servitore esse nolebat, dum
 ipse, sicut dixim

us, ad orationem
 aliquorsum

 pergebat. (V
ita S. Leonardi, ch.9)
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16
同
系
統
の
挿
話
が
比
較
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
が
、
宗
教
施
設
間
の
対
抗
関
係
に
つ
い
て
は
看
過
さ
れ
て
い
る
。Cf. 

G.Rem
ensnyder, Rem

em
bering kings past : m

onastic foundation legends in m
edieval southern France, 

Ithaca, N
ew

 Y
ork, 1995.

17R. Landes ; C. Paupert, Naissance d'apôtre. La vie de saint M
artial de Lim

oges, un apocryphe de l'an M
il, 

T
urnhout, 1991; R. Landes, Relics, A

pocalypse and the Deceits of History. A
dem

ar of Chabannes. 989-1034 , 
cam

bridge (M
ass.), Londres, 1995. 

18V
ita A

ntiquior

の
正
式
名
称
はV

ita et m
iracula dom

ni M
arcialis episcopi 

一
〇
世
紀
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。Cf. F. A

rbellot, Etude historique sur l'ancienne vie de saint M
artial, dans Bulletin de la Société 

archéologique et historique du Lim
ousin, t.LX

, 1892, pp. 213-269.　

渡
邉
浩
氏
の
註
解
と
訳
業
を
参
照
。渡
邉
浩「『
主

人
で
あ
る
司
教
マ
ル
シ
ア
ル
の
生
涯
と
奇
跡
』試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』第
一
四
号
、二
〇
一
三
年
。

19
す
で
に
註
記
し
た
よ
う
に
渡
邉
浩
氏
の
訳
業
が
あ
る
。

20R. Landes, Relics, A
pocalypse and the Deceits of History. A

dem
ar of Chabannes. 989-1034 , Cam

bridge 

(M
ass.), Londres, 1995.

21A
nalecta Bollandiana, t.8 (1889), pp.278-284; Catalogus codicum

 hagiographicorum
 latinorum

: antiquiorum
 

saeculo XVI qui asservantur in Bibliotheca Nationali Parisiensi,  H
agiographi Bollandiani, 1889-1893, t.1, 

pp.196 -198.

22
校
訂
版
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
浩
「『
聖
ヴ
ァ
レ
リ
ア
の
伝
記 

三
章
か
ら
五
章
』
試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
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所
紀
要
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
八
年
、
九
三-

九
九
頁
参
照
。

23
渡
邉
浩
「『
リ
モ
ー
ジ
ュ
司
教
に
し
て
ガ
リ
ア
の
使
徒
で
あ
る
聖
マ
ル
シ
ア
ル
の
伝
記
』(I-X

III)

試
訳
」『
藤
女
子
大
学
キ
リ

ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
、
六
〇
頁
。

24
前
掲
書
、
六
一
頁
。

25
前
掲
書
、
六
四
頁
。

26Q
ui denique secundum

 verba testium
 veridicorum

 puerum
 Leonardum

 susucepit de sacro fonte ob 

parentum
 nobilium

 carissim
um

 am
orem

. (V
ita S. Leonardi, ch.1)

27Puer autem
 Leonardus postquam

 evasit increm
enta puerila adolescens factus iuxta consuetudinem

 

parentelae regali noluit im
plicari m

ilitia, sed spiritu divino tactus potius voluit sequi archipontificis Rem
igii 

vestigia ; cuius salutaria m
onita non ut surdus auditor intendebat, verum

 ut prudens et futurus sem
inator 

in secretarium
 cordis audita reponebat. (V

ita S. Leonardi, ch.1)

28N
am

 sicut praedictus pontifex beatus Rem
igius olim

 Francigenis suaserat regibus ut tale pro D
ei honore 

sancirent edictum
, quatinus, quotienscum

que intrarent aut transirent civitatem
 Rem

ensium
, quicum

que 

in vinculis seu in carceribus fuissent detenti, confestim
 sine ullo im

pedim
ento dim

itterentur liberi ; quod 

usque hodie conservatur ; (V
ita S. Leonardi, ch.2)

29

ad im
itationem

 vero boni m
agistri Rem

igii Leonardus bonus discipulus hoc ipsum
 expetiit a rege 

hum
illim

is precibus, quatinus om
nes qui in ergastulorum

 custodia detinerentur, si eos ipse voluisset 
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visitare, om
nio solverentur. Q

uam
 rem

 a rege cum
 benivolentia im

petravit et ubicum
que incarceratos esse 

audiebat, non piger ad eorum
 absolutionem

 totis viribus concurrebat. (V
ita S. Leonardi, ch.2)

30
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
一
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
『
聖
レ
オ
ナ
ー
ル
伝
』
も
マ
ル
シ
ア
ル
に
言
及
し
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
一
方
で
一
二
世
紀
に
成
立
し
た
オ
ー
レ
イ
ユ
の
『
聖
ゴ
ー
シ
ェ
伝
』
は
レ
オ
ナ
ー
ル
の
み
に
言
及
す
る
。
こ
れ
は
、

聖
レ
オ
ナ
ー
ル
崇
敬
が
聖
マ
ル
シ
ア
ル
崇
敬
に
対
抗
し
う
る
知
名
度
を
持
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

31Beatus igitur Leonardus tem
poribus A

nastasii im
peratoris in provincial Galliarum

 claris parentibus exstitit 

natus. (V
ita S. Leonardi, ch.1)

32Crescebat autem
 vehem

enter per totam
 Galliam

 fam
a eius bonitatis, proptereaque m

ulti aegrotantes 

confluebant ad eum
 gratia recuperandae sanitatis. Beatus igitur Leonardus tem

poribus A
nastasii 

im
peratoris in provincial Galliarum

 claris parentibus exstitit natus. (V
ita S. Leonardi, ch.3)

33Rogo te, venerande pater, indica nobis cuius oriundus sis patriae, aut unde nobis advenisti hodie, vel si 

aliquod possides ingenium
 m

edicinae. A
d haec sanctus Leonardus respondit: Patria quidem

 nativitatis 

m
eae est Francia ; ad te autem

 m
e adduxerunt m

aerentium
 lam

enta. (V
ita S. Leonardi, ch.6)

34Conlaterales vero Clodovei regis Franciae parentes eius erant et inter satellites palatii prim
atum

 m
ilitia 

post regem
 habebant. (V

ita S. Leonardi, ch.1)

35A
m

y G.Rem
ensnyder, op.cit., p. 119. 

ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
と
の
親
密
さ
の
強
調
が
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ー
ル
参
事
会
教
会
の
創
建

伝
説
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。
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36Cf. C. Beaune, La Naissance de la Nation France. Paris, 1985; C. Beaune, "Saint Clovis; histoire, religion 
royale et sentim

ent national en France," dans dir. B. Guenée, Le m
étier d'historien au M

oyen Â
ge, Paris, 

1977, pp.139 -156. 

37A
m

y G.Rem
ensnyder, op.cit., p.294. 

現
実
の
王
権
と
は
程
遠
い
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
た
。

38Ipse autem
 Clodoveus in prim

ordio suae aetatis secundum
 m

orem
 gentilium

 fuit paganus, sed per 

praedicationem
 sancti Rem

igii fidem
 Rem

ensium
 archiepiscopi ad fidem

 Christi conversusu factus est 

christianus. (V
ita S. Leonardi, ch.1)

39Cui sanctus Leonardus respondit : Inter hom
ines quidem

 Leonardus dicor, servus D
ei om

nipotentis et beati 

Rem
igii hum

ilis auditor. Rex autem
 audiens illum

 a bono viro fore eruditum
, credidit eum

 sanctum
 ac 

benignum
 ; (V

ita S. Leonardi, ch.6)

40Q
uapropter rex Franciae ipsum

 ad se accersiri per honorabiles legatos iussit ; cui et dixit : Leonarde hom
o 

D
ei, deprecor te, ut nusquam

 discedens in palatio m
eo m

ecum
 m

aneas, quousque infulam
 pontificalem

, 

sicut dignus es, a m
e suscipias. (V

ita S. Leonardi, ch.3)

41
パ
ウ
ロ
の
使
徒
性
に
関
す
る
主
張
に
つ
い
て
は
、A

d Corintos(9,2) in K
urt A

land, Barbara A
land (éd.), Novum

 
Testam

entum
 Latine,  D

eutsche Bibelges, 1984, p.454.

42T
alia quidem

 operando athleta Christi Leonardus galea salutis et scuto fidei decenter arm
atus prosequitur 

iter initum
. (V

ita S. Leonardi, ch.4)
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43
本
稿
で
は
一
〇
三
〇
年
頃
の
状
況
を
中
心
に
論
じ
た
が
、
一
〇
六
〇
年
頃
の
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ー
ル
参
事
会
教
会
と
サ
ン
・
マ
ル

シ
ア
ル
修
道
院
の
同
時
期
の
贖
罪
と
国
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。




